
ピンポン（Ping Pong） 

観賞日 2025年 11月 24 日 上映時間 114分 

 

【概要】 

制作  2002年  

監督  曽利文彦 

脚本  宮藤官九郎 

原作  松本大洋 『ピンポン』 

音楽  二見裕志 

撮影  佐光朗 

出演  窪塚洋介（星野裕・ペコ）、ARATA（月本誠・スマイル） 

中村獅童（風間竜一・ドラゴン）、サム・リー（孔文革・チャイナ） 

    大倉孝二（佐久間学・アクマ）、夏木マリ（オババ）、竹中直人（小泉丈） 

    荒川良々（大田キャプテン）、松尾スズキ（警官） 

 

【あらすじ】 

  神奈川県にある片瀬高校卓球部の中心選手、星野裕（ペコ）と月本誠（スマイル）。二人は幼馴

染の仲良しだが、性格は対照的。二人とも有り余る才能を持ちながら、ペコはサボりの常習犯

で、スマイルは卓球を気晴らしと公言するクールぶり。インターハイ神奈川大会。スマイルは辻

堂学院高校の孔、ペコは幼馴染で努力家の佐久間に、共に三回戦であえなく敗退する。この敗戦

が転機になり二人は練習態度を改める。迎えた一年後の高校総体。猛練習の効果が出てペコは孔

に雪辱を果たす。さらに負傷をおして勝ち進み、優勝候補筆頭の魁皇高校・風間をも打ち破る。

スマイルも強豪を次々と下し決勝戦まで勝ち抜ける。決勝戦は両雄の一騎打ち。果たして勝敗の

行方は・・・。 

  松本大洋原作の同名漫画の実写版。卓球を題材にした宮藤官九郎脚本の青春スポーツ群像劇。 

 

【解説】 

 ■ポイント 

  ●宮藤官九郎（1970年～） 

   宮城県出身。本名は宮藤俊一郎。日本大学芸術学部中退。1990年劇団

「大人計画」に演出助手として所属。1995 年、「グループ魂」を結成。

2000年のテレビドラマ「池袋ウエストゲートパーク」の脚本が出世作と

なる。その後も脚本家として、NHKの連続テレビ小説「あまちゃん」が

大ヒット。NHK大河ドラマ「いだてん」の脚本を担当。映画脚本の代表

作は本作以外に「GO]（2001年）、「謝罪の王様」（2013 年）など。 

  ●受賞（2003 年第 26回日本アカデミー賞最優秀賞） 

   8部門でノミネートされるが、新人俳優賞（中村獅童）のみ受賞 

■見どころ  

  ●CGを駆使した漫画チックだが迫力ある斬新な卓球シーン  

  ●対照的な主人公、ペコとスマイルの人物設定 

  ●群像劇らしい。個性あふれるキャラクターの集合 

  ●無名だった中村獅童（当時３０歳）のとても高校生には見えない存在感 


